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瑞穂町消防団の組織や
　　訓練に対する支援について

訓練環境を順次整えていく

山 﨑　　 栄　議員（自民新政会）

質
問
　
町
内
に
は
約
１
４

０
０
社
の
企
業
が
あ
り
、

そ
の
多
く
が
中
小
企
業
で

あ
る
。
特
に
製
造
業
は
約

450
社
あ
り
、
多
摩
地
域
全

体
で
比
較
し
て
も
圧
倒
的

に
多
く
、
町
の
産
業
構
造

の
特
徴
を
示
し
て
い
る
。

そ
れ
ら
中
小
企
業
の
育
成

は
税
収
の
増
加
や
町
民
の

雇
用
創
出
の
ほ
か
、
災
害

時
の
対
応
へ
の
協
力
な
ど
、

公
益
性
の
面
で
も
期
待
さ

れ
、
重
要
課
題
と
判
断
す

る
。
そ
こ
で
、
次
の
２
点

を
町
長
に
伺
う
。

問
①
　
町
の
中
小
企
業
振

興
施
策
の
現
状
と
課
題
は
。

町
長
　
営
業
力
・
研
究
開

発
力
・
運
転
資
金
調
達
力

の
不
足
に
加
え
、
経
営
者

の
高
齢
化
に
よ
る
事
業
継

続
と
技
術
力
の
継
承
が
課

題
。
町
で
は
中
小
企
業
へ

の
融
資
あ
っ
せ
ん
お
よ
び

利
子
補
給
、
産
業
見
本
市

な
ど
へ
の
出
展
費
用
の
助

成
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

企
業
交
流
会
を
実
施
し
て

連
携
の
機
会
の
確
保
に
努

め
て
い
る
。

問
②
　
中
小
企
業
育
成
へ

の
見
解
と
新
た
な
施
策
は
。

町
長
　
中
小
企
業
は
町
の

宝
で
あ
り
東
京
都
の
宝
で

も
あ
る
と
思

っ
て
い
る
。

中
小
企
業
の

育
成
に
は
企

業
間
連
携
が

重
要
課
題
で

あ
る
。
新
た

な
産
業
の
集

積
の
可
能
性

を
探
り
た
い
。

今
後
と
も
都

や
商
工
会
、

金
融
機
関
な

ど
と
連
携
し

て
進
め
る
。

町
内
の
中
小
企
業
を
育
成
す
る
施
策
を

企
業
交
流
会
を
実
施

森
　
　
　
亘
　
議
員
（
自
民
新
政
会
）

町
長

町長

質
問
　
第
27
回
消
防
団
ポ

ン
プ
操
法
審
査
会
が
雨
天

の
中
行
わ
れ
、
各
分
団
員

は
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を

十
分
に
発
揮
し
て
い
た
。

平
成
29
年
度
で
、
学
校
の

校
庭
は
、
芝
生
化
に
よ
り

訓
練
場
所
と
し
て
使
う
こ

と
が
で
き
な
く
な
り
、
今

後
の
訓
練
場
所
の
確
保
及

び
環
境
整
備
を
ど
う
す
る

の
か
。
ま
た
、
団
員
の
確

保
が
年
々
困
難
と
聞
い
て

い
る
が
、
今
後
の
対
策
は
。

役
場
職
員
の
団
員
は
、
災

害
時
に
い
ち
早
く
活
動
で

き
る
の
で
、
災
害
活
動
が

し
や
す
い
環
境
づ
く
り
が

必
要
と
思
う
。
町
長
の
所

見
を
伺
う
。

町
長
　
訓
練
場
所
の
確
保

に
つ
い
て
は
、
既
存
の
グ

ラ
ン
ド
や
広
場
な
ど
を
有

効
活
用
し
、
新
た
に
取
得

す
る
土
地
は
訓
練
場
所
を

想
定
し
た
面
積
を
で
き
る

だ
け
確
保
し
、
仮
設
の
照

明
器
具
の
設
置
な
ど
、
訓

練
環
境
を
順
次
整
え
て
い

く
。
人
員
確
保
で
は
、
28

年
度
、
消
防
活
動
出
動
に

対
す
る
費
用
弁
償
を
増
額

改
定
し
た
。
ま
た
、
町
職

員
を
新
た
に
採
用
す
る
際

に
は
、
で
き
る
だ
け
消
防

団
に
入
団
す
る
よ
う
要
請

し
て
い
る
。
そ
の
他
、
火

災
予
防
活
動
に
女
性
団
員

の
活
用
も
視
野
に
入
れ
、

協
議
を
行
う
事
と
し
て
い

る
。
費
用
弁
償
、
消
防
機

材
の
更
新
は
機
会
を
失
す

る
こ
と
な
く
見
直
し
て
い

く
。
　

投光器を使った消防操法訓練の様子

こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た

ど
う
取
り
組
む
、
所

得
格
差
に
よ
る
教
育

格
差

町
長
　
就
学
援
助
費
な

ど
の
入
学
前
支
給
を
進

め
る
。

28年に行われた企業交流会の様子（町民会館）
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質
問
　
こ
れ
か
ら
の
ま
ち

づ
く
り
に
は
、
町
民
が
主

体
的
に
地
域
活
動
や
行
政

活
動
に
参
画
し
、
真
の
住

民
自
治
の
実
現
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に

は
、
互
い
の
ニ
ー
ズ
や
目

標
を
確
認
で
き
て
い
る
こ

と
が
前
提
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
は
町
民
の
願
う
未
来

に
向
け
、
意
義
深
い
も
の

で
あ
る
。

　
そ
こ
で
次
の
３
点
に
つ

い
て
町
長
に
問
う
。

問
①
　
ま
ち
づ
く
り
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
。

町
長
　
「
ま
ち
づ
く
り
条

例
」
は
、
地
区
計
画
な
ど

を
示
し
た
上
で
、
計
画
決

定
の
手
続
き
や
住
民
参
加

の
基
準
を
定
め
る
も
の
で

あ
る
。
一
度
制
定
さ
れ
る

と
全
て
の
地
域
に
適
用
さ

れ
、
地
域
事
情
に
合
う
か
、

そ
の
効
果
に
つ
い
て
も
慎

重
に
考
え
る
べ
き
と
思
う
。

問
②
　
各
施
策
へ
の
町
民

の
意
見
集
約
に
つ
い
て
。

町
長
　
ア
ン
ケ
ー
ト
や
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど

町
民
の
意
見
集
約
に
努
め

て
い
く
。

問
③
　
（
仮
）
新
青
梅
街

道
沿
線
地
区
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
の
設
置
に
つ
い
て
。

町
長
　
多
摩
都
市
モ
ノ
レ

ー
ル
の
進
展
に
伴
い
、
武

蔵
村
山
市
と
の
共
同
を
踏

ま
え
て
、
沿
道
環
境
の
変

化
に
備
え
た
新
た
な
ま
ち

づ
く
り
の
あ
り
方
を
検
討

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
る
。

拡幅が進む新青梅街道

町
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

町
民
の
意
見
集
約
に
努
め
て
い
く

村
上
　
嘉
男
　
議
員
（
自
民
新
政
会
）

町
長

防災・減災への取組みを問う

危機管理官を設置する予定

古宮　郁夫　議員（自民新政会）

町長

質
問
　
昨
年
の
台
風
９
号

は
、
我
が
町
に
過
去
に
例

の
無
い
約
110
ミ
リ
の
記
録

的
短
時
間
強
雨
を
も
た
ら

し
、
大
き
な
爪
痕
を
残
し

た
。
町
長
は
、
防
災
担
当

組
織
の
改
編
・
危
機
管
理

監
の
召
致
や
局
地
豪
雨
予

測
シ
ス
テ
ム
導
入
な
ど
、

体
制
の
整
備
を
進
め
る
と

表
明
し
た
。
こ
の
よ
う
な

判
断
に
至
る
に
は
、
現
状

分
析
に
合
わ
せ
て
、
今
後

の
防
災
気
象
情
報
・
予
測

の
改
善
や
提
供
な
ど
の
関

連
技
術
開
発
の
動
向
を
踏

ま
え
た
も
の
と
考
え
る
。

災
害
を
広
く
捉
え
、
防

災
・
減
災
へ
の
取
組
み
に

つ
い
て
町
長
の
所
見
を
伺

う
。

町
長
　
過
去
に
例
を
見
な

い
豪
雨
被
害
が
日
本
各
所

で
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の

状
況
を
踏
ま
え
、
避
難
場

所
の
見
直
し
、
避
難
路
の

確
保
、
シ
ス
テ
ム
対
応
や

情
報
提
供
の
見
直
し
な
ど

防
災
・
減
災
を
進
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
各
種
組

織
と
の
緊
密
な
連
携
な
ど

推
進
体
制
を
強
化
す
る
た

め
の
危
機
管
理
官
を
設
置

す
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、

監
視
・
予
測
体
制
の
具
体

的
な
策
と
し
て
、
小
型
レ

ー
ダ
ー
に
よ
る
局
地
豪
雨

予
測
な
ど
の
検
討
を
開
始

し
て
い
る
。

　
今
後
は
、
災
害
対
策
本

部
機
能
を
充
実
さ
せ
た
新

庁
舎
建
設
に
合
わ
せ
て
更

な
る
防
災
・
減
災
体
制
の

強
化
に
努
め
る
。

28年の台風9号による被害（町道2号線）


